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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第１四半期連結
累計期間

第50期
第１四半期連結
累計期間

第49期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 13,567,07913,819,32160,572,934

経常利益（千円） 1,758,6341,912,2055,090,993

四半期（当期）純利益（千円） 971,8581,057,376451,009

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
865,2441,184,116△368,028

純資産額（千円） 52,766,84651,957,53551,537,546

総資産額（千円） 104,498,844105,976,593105,172,218

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
21.62 23.52 10.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.0 48.5 48.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指数等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在希薄化効果を有している潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　　　　４．第49期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、セグメントにおける主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　  

２【経営上の重要な契約等】

    当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高13,819百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益1,765百万円（前年同期

比6.9％増）、経常利益1,912百万円（前年同期比8.7％増）、四半期純利益は1,057百万円（前年同期比8.8％増）とな

りました。 

  セグメントの業績は次のとおりであります。 

①　制作関連事業

　制作関連事業の売上高は、前年同期に比べ2.4％増の7,938百万円となり、営業利益は前年同期に比べ2.7％減の

1,532百万円となりました。ＣＭ制作部門は、広告市場縮小の影響を受けたものの、震災のため前期から繰り越され

た案件が当期に計上されたため、売上高は前年を上回りました。利益面では、販管費を中心に費用削減に努めたもの

の、震災後の広告市場の厳しいコスト環境のため、減益となりました。プロモーション部門は震災の影響によるイベ

ント、キャンペーン等の自粛や規模縮小により減収減益となりました。ポストプロダクション部門はＣＧ関連映像

の受注が堅調に推移し増収増益となりました。

 

②　放送関連事業

　放送関連事業の売上高は、前年同期に比べ11.8％増の2,992百万円となり、営業利益は前年同期に比べ26.1％増の

811百万円となりました。当第１四半期は株式会社ザ・シネマの連結子会社化による業績の取り込みにより、増収と

なりました。利益につきましては、業務受託が堅調に推移したことに加え、関連チャンネルの費用が後ろ倒しになっ

たため、増益となりました。

③　映像関連事業

　映像関連事業の売上高は、前年同期に比べ10.9％増の2,353百万円となり、営業損失は141百万円（前年同期は166

百万円の損失）となりました。テレビ配給事業の売上高は概ね前期並みに推移しましたが、映像使用権償却費が減

少し、営業損失は縮小しました。ライツ事業はライセンス関連の販売が伸び、増収となりましたが、映画「ＳＯＭＥ

ＷＨＥＲＥ」、「テンペスト」の劇場公開に伴う費用の発生により減益となりました。日本語版制作他は劇場用映

画、テレビ用ドラマの吹替業務等が堅調に推移し増収増益となりました。

④　物販事業

　物販事業の売上高は、前年同期に比べ16.6％減の1,471百万円となり、営業利益は前年同期に比べ48.5％減の35百

万円となりました。スーパー部門において震災後の消費低迷による影響があったことや、テープ販売部門において

震災により一部商品の仕入が滞り、販売に支障が生じたため、減収減益となりました。

　

（注）上記セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高を含んだ金額を記載しております。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　　当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、105,976百万円であり、前連結会計年度末に比べ804百万円

増加いたしました。この主な要因は、現金及び預金の増加484百万円、受取手形及び売掛金の減少1,798百万円及び

映像使用権の増加2,002百万円等であります。

（負債）

　　当第１四半期連結会計期間末における負債の残高は、54,019百万円であり、前連結会計年度末に比べ384百万円増

加いたしました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の増加633百万円及び短期借入金の増加1,000百万円、未払

法人税等の減少1,821百万円、前受金の増加541百万円等であります。

（純資産）

　　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、51,957百万円であり、前連結会計年度末に比べ419百万円

増加いたしました。この主な要因は、四半期純利益の計上1,057百万円、配当金の支払764百万円による利益剰余金

の増加293百万円等であります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

 該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 73,116,000

計 73,116,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成23年８月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 46,735,334 46,735,334

大阪証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数　100株

計 46,735,334 46,735,334 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 46,735,334 － 2,487,183 － 3,732,826

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

普通株式

1,786,600

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

44,946,600
449,466 ―

単元未満株式
普通株式

2,134
― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 46,735,334― ―

総株主の議決権 ― 449,466 ―

　（注）  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株、また、「議決権の数」欄には、同

機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社東北新社
東京都港区赤坂４-８-10 1,786,600― 1,786,600 3.82

計 ― 1,786,600― 1,786,600 3.82

 

２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,125,851 40,610,481

受取手形及び売掛金 17,496,632 15,697,856

有価証券 569,551 569,617

映像使用権 9,183,360 11,185,887

仕掛品 3,306,701 3,538,554

その他のたな卸資産 439,442 414,553

その他 5,986,096 6,253,952

貸倒引当金 △13,542 △12,438

流動資産合計 77,094,093 78,258,466

固定資産

有形固定資産

土地 13,214,287 13,218,466

その他（純額） 6,475,079 6,344,098

有形固定資産合計 19,689,367 19,562,564

無形固定資産

のれん 1,040,009 1,008,592

その他 248,759 241,590

無形固定資産合計 1,288,768 1,250,182

投資その他の資産

投資有価証券 4,673,241 4,633,830

その他 2,641,501 2,484,631

貸倒引当金 △214,753 △213,082

投資その他の資産合計 7,099,988 6,905,379

固定資産合計 28,078,124 27,718,126

資産合計 105,172,218 105,976,593

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,753,368 20,386,650

短期借入金 24,860,000 25,860,000

未払法人税等 2,461,186 640,106

賞与引当金 603,369 301,732

その他 3,145,466 4,100,453

流動負債合計 50,823,392 51,288,942

固定負債

長期借入金 500,000 500,000

退職給付引当金 584,562 595,398

役員退職慰労引当金 476,922 462,435

その他 1,249,794 1,172,281
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

固定負債合計 2,811,279 2,730,115

負債合計 53,634,671 54,019,058

純資産の部

株主資本

資本金 2,487,183 2,487,183

資本剰余金 3,729,851 3,729,851

利益剰余金 48,777,655 49,070,904

自己株式 △1,728,041 △1,728,041

株主資本合計 53,266,648 53,559,897

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △390,007 △444,849

繰延ヘッジ損益 △67,263 －

為替換算調整勘定 △1,831,566 △1,747,908

その他の包括利益累計額合計 △2,288,837 △2,192,758

少数株主持分 559,734 590,395

純資産合計 51,537,546 51,957,535

負債純資産合計 105,172,218 105,976,593
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 13,567,079 13,819,321

売上原価 9,637,059 10,041,593

売上総利益 3,930,020 3,777,728

販売費及び一般管理費 2,278,584 2,011,742

営業利益 1,651,435 1,765,985

営業外収益

受取利息 25,622 8,896

受取配当金 15,018 27,154

持分法による投資利益 8,141 93,810

経営指導料 60,411 34,307

その他 51,036 35,140

営業外収益合計 160,229 199,308

営業外費用

支払利息 48,202 47,479

その他 4,828 5,609

営業外費用合計 53,031 53,088

経常利益 1,758,634 1,912,205

特別利益

固定資産売却益 677 －

投資有価証券売却益 18,315 －

特別利益合計 18,993 －

特別損失

災害による損失 － 14,600

投資有価証券評価損 102,490 －

貸倒引当金繰入額 36,541 －

その他 38,512 －

特別損失合計 177,544 14,600

税金等調整前四半期純利益 1,600,083 1,897,605

法人税等 605,493 809,568

少数株主損益調整前四半期純利益 994,590 1,088,037

少数株主利益 22,731 30,660

四半期純利益 971,858 1,057,376
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 994,590 1,088,037

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △162,424 △54,841

繰延ヘッジ損益 △14,509 67,263

為替換算調整勘定 46,313 81,400

持分法適用会社に対する持分相当額 1,275 2,257

その他の包括利益合計 △129,345 96,079

四半期包括利益 865,244 1,184,116

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 842,513 1,153,455

少数株主に係る四半期包括利益 22,731 30,660
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【四半期連結財務諸表の作成に当たり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　税金費用の計算   税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当

該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果とな

る場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

　  　偶発債務

債務保証

　次の会社の金融機関からの借入に対し債務保証を　

行っております。

    　偶発債務

債務保証

　次の会社の金融機関からの借入に対し債務保証を

行っております。

㈱デジタルエッグ     127,750千円

㈱オン・ビット   150,000千円

次の会社の仕入債務に対し債務保証を行っており

ます。

㈱スター・チャンネル 318,143千円

債務保証合計    595,893千円

なお、㈱スター・チャンネルに対する債務保証は、

当社を含む同社株主４社の連帯保証であり、総額で

記載しております。

㈱デジタルエッグ  115,750千円

㈱オン・ビット   150,000千円

債務保証合計 265,750千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除

く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 173,870千円　　　 188,594千円　　

のれんの償却額 39,672　 35,416　　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 629,282 14 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 764,127 17 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　   （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

制作関連

事業

放送関連

事業

映像関連

事業
物販事業 計

売上高      　  　 　

外部顧客への売上高 7,412,5982,575,6181,974,2081,550,77013,513,19653,88213,567,079－ 13,567,079

セグメント間の内部売上

高又は振替高
341,444102,222148,165213,612805,44522,554827,999△827,999 －

計 7,754,0432,677,8402,122,3741,764,38314,318,64176,43714,395,079△827,99913,567,079

セグメント利益又は損失

（△）
1,575,137643,699△166,24268,4052,121,00027,5182,148,518△497,0831,651,435

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教育事業等を含んでおりま　　す。

　　　２．セグメント利益の調整額△497,083千円には、セグメント間取引消去△13,360千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△483,722千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売

費及び一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

制作関連

事業

放送関連

事業

映像関連

事業
物販事業 計

売上高      　  　 　

外部顧客への売上高 7,530,5922,859,5292,084,4791,292,27713,766,87852,44213,819,321－ 13,819,321

セグメント間の内部売上

高又は振替高
407,748133,053269,441179,513989,75618,3031,008,060△1,008,060－

計 7,938,3412,992,5822,353,9201,471,79114,756,63570,74614,827,381△1,008,06013,819,321

セグメント利益又は損失

（△）
1,532,078811,703△141,17335,1962,237,80425,4472,263,251△497,2661,765,985

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教育事業等を含んでおりま　　す。

　　　２．セグメント利益又は損失の調整額△497,266千円には、セグメント間取引消去△34,613千円及び全社費用△

462,652千円が含まれております。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用であります。

　　　３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社東北新社(E05307)

四半期報告書

15/20



（企業結合等関係）

重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 21.62 23.52

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 971,858 1,057,376

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 971,858 1,057,376

普通株式の期中平均株式数（株） 44,948,743 44,948,672

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

   平成23年８月11日

株式会社　東北新社    

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人　トーマツ  

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　桐　光　康　　　印

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 川　島　繁　雄　　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東北新社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
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監査人の結論　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東北新社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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